
十
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ト
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ー
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期
待
の
日
患
協
が
発
足

「
人
間
性
復
権
の
闘
い
」
を
官
一
言

　

一
九
七
八
年
四
月
の
「
全
国
患
者
・
家
族
集
会
」
以
来
、
八
年
越
し
で
準
備

を
す
す
め
て
き
た
全
国
の
患
者
運
動
の
統
一
組
織
が
、
「
日
本
患
者
・
家
族
団

体
協
議
会
」
と
し
て
六
月
十
五
日
に
正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。
加
盟
が
予
定
さ

れ
て
い
る
の
は
三
十
一
団
体
、
約
十
万
人
。
日
本
の
医
療
や
福
祉
の
動
向
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
内
外
か
ら
注
目
と
期
待
を
集
め
て
い
ま
す
。

ﾋﾞ辿參一一

　

訴
え
に
共
感
の
涙

　

東
京
・
新
宿
区
の
日
本
青
年
館
で
開

か
れ
た
結
成
総
会
に
は
、
二
十
四
団
体

か
ら
百
四
人
の
代
表
が
出
席
、
新
し
い

組
織
の
出
発
を
熱
烈
に
歓
迎
し
、
規
約

や
運
動
の
理
念
を
明
ら
か
に
し
た
「
宣

言
」
を
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

準
備
委
員
会
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た

長
（
お
さ
）
宏
氏
は
、
「
七
八
年
以
来

の
悲
願
が
い
ま
実
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
新
し
い
組
織
は
、
わ
が
国
の
患
者

運
動
の
歴
史
、
ち
か
ら
、
成
果
を
総
結

集
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
近
の
諸
分
野

の
運
動
が
別
々
に
活
動
し
つ
つ
あ
る
中

で
、
患
者
運
動
が
唯
一
最
大
の
組
織
と

し
て
ま
と
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は

多
く
の
人
々
か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

実
践
に
襄
付
け
ら
れ
た
私
た
ち
の
活
動

を
基
礎
に
、
新
し
い
組
織
が
積
極
的
な

提
言
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
来
賓
の
挨
拶
、
多
数
の

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
が
あ
っ
た

後
、
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
、

静
岡
県
難
病
連
、
北
海
道
難
病
連
、
全

国
肝
臓
病
患
１
　
連
絡
協
議
会
、
鹿
児
島

県
難
病
連
の
代
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
患
者

の
お
か
れ
て
い
る
実
態
と
会
の
活
動
を

報
告
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
実
態
報
告

は
多
く
の
患
者
、
家
族
に
共
通
す
る
も

の
も
多
い
だ
け
に
、
報
告
す
る
人
も
き

く
人
も
涙
に
む
せ
ぶ
姿
が
会
場
の
あ
ち

こ
ち
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

規
約
と
と
も
に
「
人
間
性
復
権
の
闘

い
」
を
呼
び
か
け
た
宣
言
を
採
択
し
た

あ
と
、
活
動
方
針
、
予
算
な
ど
を
採
択
、

新
し
い
役
員
を
決
め
ま
し
た
。
新
役
員

を
代
表
し
て
挨
拶
し
た
前
田
代
表
幹
事

が
、
重
篤
な
状
態
を
奇
蹟
的
に
脱
し
て

リ
ハ
ビ
リ
中
の
京
都
の
病
院
か
ら
か
け

つ
け
だ
こ
と
を
報
告
す
る
と
、
そ
の
意

気
込
み
が
会
場
一
杯
に
強
い
決
意
と
な

っ
て
伝
わ
り
ま
し
た
。



□
規

　

約
□

第
一
条
（
名
称
・
事
務
局
）

　

こ
の
会
は
、

　

日
本
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会
（
略
称
・

　

日
患
協
、
英
文
名
こ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
Ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｅ
ｎ
t
ｓ
　
Ｃ

　

Ｉ
コ
c
i
l
略
称
・
ｇ
Ｑ
）
と
称
し
、
事
務
局

　

を
東
京
都
内
に
お
く
。

第
二
条
（
目
的
）

　

こ
の
会
は
、
「
宣
言
」

　

の
理
念
に
も
と
づ
き
次
の
各
事
項
の
達
成

　

を
目
的
と
す
る
。

　
　

一
、
加
盟
団
体
相
互
の
理
解
と
連
帯
を
基

　
　

礎
に
、
ゆ
た
か
な
医
療
と
福
祉
を
め
ざ

　
　

す
。

　

二
、
患
者
・
家
族
お
よ
び
加
盟
団
体
の
励

　
　

ま
し
あ
い
と
経
験
の
交
流
を
す
す
め
、

　
　

全
国
の
患
者
団
体
の
結
集
を
め
ざ
す
。

　

三
、
患
者
・
家
族
の
諸
権
利
を
守
り
、
そ

　
　
　

の
た
め
の
医
学
的
社
会
的
条
件
の
確
立

　
　
　

を
め
ざ
す
。

第
三
条
（
事
業
）

　

こ
の
会
は
、
第
二
条
の

　

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行

　

’
つ
。

　
　

一
、
患
者
・
家
族
の
医
学
的
社
会
的
ね
が

　
　
　

い
を
実
現
す
る
た
め
に
関
係
諸
機
関
に

　
　
　

働
き
か
け
を
行
い
、
政
策
的
提
言
を
行

　
　
　

’
つ
。

　
　

二
、
国
民
の
病
気
に
対
す
る
予
防
、
理
解

　
　
　

な
ど
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
う
。

　
　

三
、
調
査
、
研
究
、
研
修
活
動
を
行
う
。

　
　

四
、
加
盟
団
体
相
互
の
理
解
を
深
め
、
連

　
　

帯
を
強
め
る
た
め
の
交
流
活
動
を
行

　
　

’
つ
。

　

五
、
加
盟
団
体
の
活
動
に
役
立
つ
会
報
の

　
　

発
行
な
ど
情
報
、
宣
伝
活
動
を
行
う
。

　

六
、
患
者
・
家
族
に
役
立
つ
相
談
活
動
、

　
　

物
品
、
図
書
の
紹
介
な
ど
の
活
動
を
行

　
　

’
つ
。

　

七
、
そ
の
他
、
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業

　
　

を
行
う
。

第
四
条
（
組
織
）

　

こ
の
会
は
、
疾
病
別
仝

　

国
団
体
お
よ
び
都
道
府
県
単
位
の
患
者
団

　

体
連
合
体
で
構
成
す
る
。

第
五
条
（
機
関
）

　

こ
の
会
に
次
の
機
関
を

　

お
く
。
そ
の
運
営
、
議
決
は
合
議
に
よ
る

　

こ
と
を
原
則
と
す
る
。

　
　

一
、
総
会

　

二
、
幹
事
会

第
六
条
（
総
会
）

　

総
会
は
、
こ
の
会
の
最

　

高
の
議
決
機
関
で
、
毎
年
一
回
開
催
す
る
。

　

総
会
は
、
委
任
状
を
含
む
加
盟
団
体
の
過

　

半
数
の
出
席
に
よ
り
成
立
す
る
。
議
長
は

　

出
席
団
体
の
な
か
か
ら
選
出
す
る
。

　

総
会
で
は
、
次
の
事
項
を
決
め
る
。

　
　

一
、
活
動
報
告
、
決
算
報
告
お
よ
び
会
計

　
　

監
査
報
告
の
承
認

　

二
、
活
動
方
針
、
予
算
の
決
定

　

三
、
役
員
の
選
出

　

四
、
規
約
の
改
廃

　

五
、
そ
の
他
必
要
な
事
項

第
七
条
（
臨
時
総
会
）

　

加
盟
団
体
の
三
分

　

の
一
以
上
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
、
ま
た

ｉ
！
ｌ
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は
幹
事
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
臨
時
総

　

会
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
（
幹
事
会
）

　

幹
事
会
は
、
代
表
幹

　

事
、
事
務
局
長
、
幹
事
を
も
っ
て
構
成
し
、

　

必
要
に
応
じ
て
開
催
す
る
。

　
　

幹
事
会
は
、
総
会
の
議
決
し
た
事
項
に

　

関
す
る
こ
と
、
総
会
に
提
出
す
る
事
項
、

　

そ
の
他
、
総
会
の
議
決
し
た
事
項
に
も
と

　

づ
き
会
務
の
執
行
に
あ
た
る
。

　

幹
事
会
は
、
代
表
幹
事
が
招
集
す
る
。

第
九
条
（
役
員
）

　

こ
の
会
に
次
の
役
員
を

　

お
く
。

　
　

代
表
幹
事

　
　
　
　
　
　
　
　

二

　

名

　
　

事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

名

　
　

幹

　
　

事

　
　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

　
　

会
計
監
査

　
　
　
　
　
　
　
　

二

　

名

第
十
条
（
役
員
の
任
期
）

　

役
員
の
任
期
は

　
　

一
年
と
し
、
再
任
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

第
十
一
条
（
役
員
の
職
務
）

　
　

一
、
代
表
幹
事
は
こ
の
会
を
代
表
し
、
会

　
　

務
を
統
括
す
る
。

　
　

二
、
事
務
局
長
は
事
務
局
の
業
務
を
統
括

　
　

し
、
幹
事
会
の
方
針
の
執
行
に
あ
た
る
。

　

三
、
幹
事
は
こ
の
会
の
業
務
を
分
掌
す
る
。

　

四
、
会
計
監
査
は
、
こ
の
会
の
会
計
を
監

　
　

査
し
、
総
会
に
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
。

第
十
二
条
（
事
務
局
）

　

こ
の
会
に
事
務
局

　

を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
運
営
、
構

　

成
、
待
遇
な
ど
は
幹
事
会
が
決
め
る
。

第
十
三
条
（
専
門
部
）

　

こ
の
会
の
事
業
を

　

推
進
す
る
た
め
に
専
門
部
を
お
く
こ
と
が

Ｃ

　

で
き
る
。

第
十
四
条
（
加
盟
、
退
会
）

　

こ
の
会
の
趣

　

旨
に
賛
同
し
、
第
四
条
に
規
定
す
る
患
者

　

・
家
族
団
体
は
加
盟
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

加
盟
し
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
加
盟
申
込

　

書
に
分
担
金
を
添
え
て
申
し
込
み
、
幹
事

　

会
の
承
認
を
得
る
。
退
会
は
、
加
盟
団
体

　

の
申
し
出
に
よ
り
、
幹
事
会
の
承
認
を
得

Jｐｅの仰闇１７

　

る
・
加
盟
ヽ
退
会
に
つ
い
て
ヽ
幹
事
会
は
、

　

１

　

総
会
に
報
告
す
る
。

第
十
五
条
（
財
政
）

　

こ
の
会
の
財
政
は
、

　

分
担
金
、
募
金
、
寄
付
金
、
そ
の
他
の
収

　

入
に
よ
る
。

第
十
六
条
（
分
担
金
）

　

こ
の
会
の
分
担
金

　

は
、
別
に
定
め
る
。

第
十
七
条
（
会
計
年
度
）

　

こ
の
会
の
会
計

　

年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
は
じ
ま
り
翌

　

年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
終
り
と
す

　

る
。

第
十
八
条
（
会
計
監
査
）

　

こ
の
会
の
会
計

　

監
査
は
厳
正
に
行
い
、
そ
の
結
果
を
総
会

　

に
報
告
し
、
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

’
り

付
則
一
、
こ
の
規
約
の
改
廃
は
総
会
で
行
う
。

　
　

二
、
こ
の
規
約
に
よ
る
細
則
を
別
に
設

　
　
　

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

三
、
こ
の
規
約
は
、
一
九
八
六
年
六
月

　
　
　

十
五
日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

　

分
担
金
に
関
す
る
申
合
せ
…
…
分
担
金
は

　

一
般
会
計
の
収
入
総
額
の
Ｉ
％
と
し
、
最
低

　

２

額
一
万
円
と
す
る
。



結
成
宣
言

　

一
九
八
六
年
六
月
十
五
日
、
我
が

国
に
お
い
て
、
初
め
て
患
者
運
動
の

全
国
統
一
組
織
が
発
足
し
た
こ
と
を

宣
言
し
、
こ
の
日
を
記
念
し
、
よ
り

大
き
く
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
、
私

た
ち
の
運
動
の
理
念
と
、
課
題
を
明

ら
か
に
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
原
因
不
明
・
治
療
法

未
解
決
の
い
わ
ゆ
る
「
難
病
」
や
長

期
慢
性
の
病
気
、
進
行
性
の
病
気
、

公
害
や
医
療
災
害
・
薬
害
、
ま
た
労

働
災
害
・
交
通
事
故
に
よ
る
後
遺
症

な
ど
の
、
患
者
・
障
害
者
と
そ
の
家

族
の
団
体
の
連
帯
組
織
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
そ
れ
ら
の
病
気
や
障

害
の
原
因
究
明
と
、
治
療
法
の
早
期

　

【
来
賓
】

▽
吉
本
哲
夫
（
障
仝
協
）
▽
江
尻
尚
子

　

（
日
本
医
労
協
）
▽
杉
山
紀
一
郎
（
日

本
共
産
党
）

　

【
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
一

▽
沼
田
明
東
京
都
衛
生
局
長
▽
若
松
貞

一
東
京
都
議
会
議
長

確
立
を
求
め
、
患
者
・
障
害
者
と
家

族
が
、
希
望
を
も
っ
て
、
明
る
い
生

活
、
よ
り
人
間
的
な
生
涯
を
お
く
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
が
実
現
す
る
た

め
に
、
医
療
と
福
祉
、
す
な
わ
ち
社

会
保
障
の
基
本
的
な
変
革
と
発
展
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
重
い
障

害
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
重
篤
な
状

態
に
あ
ろ
う
と
も
、
生
命
の
最
後
の

一
瞬
に
い
た
る
ま
で
、
人
間
と
し
て

の
尊
厳
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
主
張
し
、
よ
り
人
間
ら
し
く
あ
ろ

う
と
す
る
願
い
が
第
一
義
的
に
尊
重

さ
れ
、
そ
れ
が
社
会
の
全
て
の
基
本

と
さ
れ
る
よ
う
に
心
か
ら
願
う
も
の

で
す
。

　

人
間
の
尊
厳
そ
し
て
生
命
の
尊
厳

が
全
て
に
わ
た
り
、
何
よ
り
も
大
切

▽
日
本
社
会
党
▽
公
明
党
▽
民
社
党
▽

新
自
由
ク
ラ
ブ
▽
（
以
下
衆
議
院
議
員
）

池
端
清
一
・
金
子
み
つ
・
高
橋
辰
夫
・

山
崎
拓
・
小
沢
和
秋
・
浦
井
洋
・
（
以

下
参
議
員
議
員
）
中
野
鉄
造
・
岩
崎
純

二
・
石
本
茂
・
関
口
恵
造
▽
全
国
保
険

医
団
体
連
合
会
▽
全
国
精
神
障
害
者
家
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に
さ
れ
る
社
会
を
、
と
願
う
私
た
ち

の
運
動
は
、
ま
さ
に
現
代
に
お
け
る

人
間
性
復
権
の
闘
い
で
あ
る
こ
と
を

宣
言
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
、
こ
の
運
動
は
、
私
た

ち
人
間
の
生
き
方
と
し
て
の
、
価
値

観
の
転
換
を
求
め
る
運
動
で
あ
り
、

人
類
の
平
和
と
未
来
を
創
造
す
る
運

動
の
一
環
で
も
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
が
期
待
す
る
新
し
い

医
学
・
医
療
の
発
展
と
は
、
単
に
苦

痛
を
と
り
の
ぞ
き
、
延
命
を
図
る
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
尊
厳

を
よ
り
高
め
、
よ
り
高
度
な
精
神
的

・
質
的
・
人
間
的
豊
か
さ
へ
の
希
望

を
満
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

私
た
ち
の
、
こ
れ
か
ら
の
願
い
と

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
社
会

族
会
連
合
会
▽
日
本
生
活
協
同
組
合
連

合
会
医
療
部
会
▽
伊
藤
喜
代
次
全
国
脊

髄
損
傷
者
連
合
会
会
長
▽
仝
難
連
▽
新

宮
東
牟
婁
郡
難
病
連
▽
岡
山
県
難
病
連

▽
宮
崎
県
難
病
連
▽
滋
賀
県
難
病
連
▽

長
野
県
患
者
同
盟
▽
川
棚
療
友
会
▽
国

立
療
養
所
青
森
病
院
患
者
自
治
会
▽
青

保
障
の
充
実
と
民
主
主
義
の
発
達
が

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
し
て
何
よ
り
も

平
和
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
、
歴
史

的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
私
た
ち
自
身
も
ふ
く

め
、
全
て
の
国
民
が
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
必
要
な
医
療
が
う
け
ら
れ
、

病
気
や
障
害
に
よ
る
苦
し
み
や
国

難
、
差
別
や
偏
見
を
克
服
し
、
未
来
に

展
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
生
涯
を

通
じ
て
明
る
く
豊
か
な
生
活
が
保
障

さ
れ
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
が
何
よ

り
も
大
切
に
さ
れ
る
社
会
が
実
現
す

る
よ
う
に
願
い
、
お
互
い
の
励
ま
し

と
助
け
あ
い
を
基
本
と
し
、
自
ら
の

体
験
と
努
力
に
よ
っ
て
連
帯
の
輪
を

大
き
く
し
、
団
結
を
一
層
固
め
、
こ
の

第
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
結
成
総
会
で
決
定
）

Ｊ１

森
県
患
者
同
盟
▽
群
馬
県
患
者
同
盟
▽

　

７

広
島
県
患
者
同
盟
▽
香
川
県
高
松
病
院

自
治
会
▽
香
川
県
患
者
自
治
会
連
合
会

▽
西
香
川
病
院
患
者
自
治
会
▽
秋
田
県

患
者
協
議
会
▽
福
岡
県
腎
協
▽
福
島
県

腎
協
▽
日
本
機
関
紙
印
刷

　
　
　
　
　

（
以
上
敬
称
略
・
順
不
同
）
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結
成
ま
で
の

　

主
な
経
過

　

一
九
七
八
年
四
月
に
開
か
れ
た
「
ゆ

た
か
な
医
療
と
福
祉
を
め
ざ
す
全
国
患

者
・
家
族
集
会
」
は
、
福
祉
後
退
の
政

治
へ
の
危
機
感
の
表
現
と
し
て
、
内
外

か
ら
大
き
な
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。
こ

の
集
会
で
決
議
し
た
「
患
者
本
位
、
国

民
本
位
の
医
療
と
福
祉
づ
く
り
の
運
動

を
国
民
的
規
模
の
運
動
へ
」
と
い
う
目

標
は
、
全
国
五
十
二
の
患
者
、
家
族
団

体
の
賛
同
と
、
多
く
の
各
種
団
体
・
個

人
の
支
持
を
得
、
全
国
的
な
運
動
へ
と

発
展
し
て
行
き
ま
し
た
。

　

臨
調
答
申
以
降
、
医
療
・
福
祉
の
危

機
的
状
況
は
更
に
広
が
り
、
活
動
停
止

状
態
だ
っ
た
実
行
委
員
会
が
一
九
八
二

年
十
一
月
に
再
開
さ
れ
、
患
者
・
家
族

の
結
束
し
た
行
動
を
起
こ
す
た
め
、
一

九
八
三
年
六
月
、
「
ゆ
た
か
な
医
療
と

福
祉
を
め
ざ
す
全
国
患
者
・
家
族
団
体

連
絡
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
連
絡
会
は
、
臨
調
方
針
に
も
と
づ

く
、
老
人
医
療
費
の
有
料
化
、
健
保
本

人
の
十
割
給
付
の
廃
止
な
ど
に
反
対

し
、
精
力
的
な
行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
一
九
八
四
年
十
一
月
、
愛

知
県
で
「
日
本
の
医
療
・
福
祉
と
患
者

運
動
を
考
え
る
全
国
交
流
集
会
」
、
一

九
八
五
年
十
一
月
に
岐
阜
県
で
「
全
国

交
流
集
会
Ｉ
」
を
開
き
、
国
の
社
会
保

障
が
後
退
の
度
合
い
を
強
め
る
な
か
、

よ
り
強
固
な
組
織
の
必
要
性
が
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
加
盟
団
体
が
三

十
団
体
に
な
る
な
ど
、
患
者
運
動
へ
の

期
待
は
い
っ
そ
う
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
・
福
祉
の

　
　
　

Ｉ

　

Ｉ

　

な
力
４
４

　

厚
生
省
は
「
福
祉
医
療
制
度
」
（
仮

称
）
の
検
討
や
「
給
付
と
負
担
の
公
平

化
」
の
名
の
も
と
に
老
人
保
健
法
再
改

悪
を
め
ざ
し
、
次
に
健
保
本
人
の
八
割

給
付
、
国
保
の
保
険
料
滞
納
世
帯
へ
の

制
裁
措
置
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
な

ど
、
昭
和
六
十
年
代
半
ば
以
降
を
目
標

に
医
療
・
福
祉
を
大
き
く
改
悪
し
よ
う

1４

と
し
て
い
ま
す
。
生
保
、
身
障
者
福
祉
。

児
童
福
祉
等
の
各
制
度
に
つ
い
て
も
三

年
計
画
で
「
全
面
的
な
検
討
」
を
す
す

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
一

連
の
動
向
は
医
療
・
福
祉
を
商
品
化
し
、

国
の
責
任
を
受
益
者
負
担
、
自
立
自
助

の
名
の
も
と
に
国
民
に
し
わ
よ
せ
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ゆ
た
か
な
医
療
と
福
祉
を
め
ざ
し
、

加
盟
団
体
が
中
央
、
地
方
で
運
動
と
組

織
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

患
者
・
家
族
の

　

ね
力
ｌ

　
　

【
医
療
の
拡
充
を
求
め
て
一

①
難
病
の
原
因
究
明
、
治
療
法
確
立
の

　

た
め
の
研
究
体
制
の
拡
充

②
難
病
を
は
じ
め
そ
の
治
療
に
専
門
性

　

を
必
要
と
す
る
疾
患
の
た
め
の
専
門

　

医
療
体
制
の
確
立

③
難
病
、
慢
性
疾
患
な
ど
の
予
防
、
早

　

期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
の
体
制

　

の
確
立

④
薬
害
、
労
働
災
害
・
職
業
病
の
発
生

　

予
防
、
根
絶
の
た
め
の
対
策
の
拡
充

⑤
難
病
、
慢
性
疾
患
な
ど
の
専
門
医
療

　

従
事
者
の
養
成
と
確
保

⑥
国
立
、
公
的
医
療
機
関
の
拡
充

⑦
保
健
所
の
拡
充
と
機
能
の
強
化

⑧
医
学
の
進
歩
の
た
め
に
必
要
な
予
算

　

の
確
保

　

「
医
療
費
保
障
の
拡
充
を
求
め
て
」

①
健
保
本
人
の
十
割
給
付
、
国
保
、
健

　

保
家
族
の
給
付
率
引
き
上
げ

｡mmの抑間

②
老
人
保
健
制
度
の
十
割
給
付
と
治
療

　

７

　

制
限
の
撤
廃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ

⑤
室
料
差
額
、
付
添
い
料
の
撤
廃

④
難
病
、
結
核
、
精
神
、
身
体
障
害
な

　

ど
の
公
費
医
療
制
度
の
拡
大
充
実

⑤
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負
担
限
度

　

額
の
引
き
下
げ

⑥
高
度
先
進
医
療
の
保
険
全
面
適
用

　
　

【
生
活
保
障
の
拡
充
を
求
め
て
一

①
年
金
制
度
の
充
実
、
障
害
年
金
の
拡

　

充
、
す
べ
て
の
障
害
者
に
年
金
支
給

②
生
活
保
護
基
準
の
引
き
上
げ

⑤
傷
病
手
当
金
の
給
付
率
の
引
き
上

　

げ
、
給
付
期
限
の
延
長

④
特
別
障
害
者
手
当
の
増
額
と
対
象
者

　

拡
大

⑤
労
働
災
害
補
償
の
打
ち
切
り
は
せ

　

ず
、
給
付
内
容
の
拡
大

　

【
社
会
復
帰
対
策
の
促
進
を
求
め
て
】

①
働
く
意
志
と
条
件
の
あ
る
患
者
の
完

　

全
社
会
復
帰
促
進

②
病
気
を
理
由
と
し
た
解
雇
の
禁
止



③
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正

④
保
護
雇
用
、
在
宅
雇
用
制
度
の
確
立

⑤
障
害
者
の
職
業
紹
介
、
相
談
、
訓
練

　

体
制
の
強
化

⑥
病
児
、
障
害
児
の
教
育
の
保
障

　
　

「
福
祉
対
策
の
拡
充
を
求
め
て
」

①
難
病
・
重
度
慢
性
疾
患
な
ど
へ
の
身

　

体
障
害
者
福
祉
法
の
適
用
拡
大
と
診

　

断
書
の
簡
素
化

②
各
種
障
害
者
施
策
の
認
定
基
準
緩
和

⑤
身
障
者
・
老
人
施
設
な
ど
の
費
用
徴

　

収
の
負
担
軽
減

④
患
者
・
障
害
者
用
住
宅
の
確
保

⑤
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
そ
の
他
の
サ
ー

　

ビ
ス
機
能
を
も
つ
施
設
の
設
置

⑥
国
鉄
、
航
空
機
、
有
料
道
路
な
ど
の

　

運
賃
、
料
金
割
引
の
内
部
障
害
者
へ

　

の
適
用

⑦
患
者
・
障
害
者
団
体
の
相
談
活
動
へ

　

の
助
成
金
の
支
給

⑧
患
者
・
障
害
者
団
体
発
行
の
機
関
紙

　

誌
の
低
料
三
種
郵
便
認
可
条
件
の
緩

　

和
⑨
総
合
的
福
祉
対
策
の
確
立
と
『
障
害

　

１
　
の
権
利
宣
言
』
の
完
全
実
施

　

活
動
目
標
と

　

す
す
め
方

　
　

Ｃ

　

【
陳
情
・
請
願
行
動
】

①
患
者
や
家
族
の
切
実
な
ね
が
い
を
実

　

現
す
る
た
め
に
、
関
係
省
庁
、
国
会

　

な
ど
へ
の
陳
情
、
要
請
活
動
を
す
す

　

め
ま
す
。

②
「
ね
が
い
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

　

国
会
請
願
署
名
・
募
金
活
動
に
取
り

　

組
み
ま
す
。
請
願
行
動
は
来
年
二
月

　

～
三
月
に
行
い
ま
す
。

　
　

【
交
流
・
研
修
活
動
】

①
加
盟
団
体
の
運
動
と
情
勢
の
理
解
、

　

組
織
の
強
化
に
役
立
ち
、
ま
た
新
し

　

い
仲
間
と
友
人
を
つ
く
る
た
め
に
、

　

十
一
月
二
十
二
、
二
十
三
日
、
静
岡

　

県
熱
海
市
で
「
日
本
の
医
療
、
福
祉

　

と
患
者
運
動
を
考
え
る
全
国
交
流
集

　

会
一
」
を
開
き
ま
す
。

②
各
党
国
会
議
員
団
、
医
療
関
係
団
体
、

　

労
働
組
合
な
ど
関
係
団
体
と
必
要
に

　

応
じ
て
交
流
、
連
携
活
動
を
す
す
め

　

ま
す
。

⑤
加
盟
団
体
の
役
員
研
修
会
や
学
習
会

　

に
役
立
つ
よ
う
、
幹
事
会
に
よ
る
講

　

師
団
の
編
成
と
派
遣
体
制
の
確
立
に

　

つ
と
め
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
折
々
の

　

情
勢
に
見
合
っ
た
テ
ー
マ
で
の
講
演

　

会
や
会
活
動
に
役
立
つ
実
務
講
習
会

　

の
開
催
に
つ
と
め
ま
す
。
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「
広
報
・
宣
伝
活
動
」

①
医
療
と
福
祉
の
改
善
、
拡
充
に
役
立

　

ち
、
各
会
員
の
交
流
の
場
と
な
る
機

　

関
誌
の
発
行
に
つ
と
め
ま
す
。
機
関

　

誌
は
当
面
、
隔
月
刊
と
し
、
有
料
購

　

読
と
し
ま
す
。

②
加
盟
団
体
の
活
動
に
役
立
つ
よ
う

　

に
、
医
療
、
福
祉
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

　

ス
、
資
料
を
必
要
に
応
じ
て
発
行
し

　

ま
す
。

⑤
患
者
・
家
族
の
医
療
や
生
活
の
実
態

　

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
切
実
な
ね
が

　

【
組
織
・
財
政
活
動
】

①
第
二
回
総
会
は
来
年
六
月
に
開
き
、

　

幹
事
会
は
三
ヵ
月
に
一
回
開
き
ま

　

す
。
在
京
団
体
を
中
心
に
事
務
局
を

　

構
成
し
、
事
務
局
会
議
を
適
時
開
き

　

ま
す
。

②
幹
事
会
の
構
成
は
、
疾
病
団
体
、
地

　

域
団
体
の
運
動
や
実
態
が
反
映
さ
れ

　

る
よ
う
つ
と
め
ま
す
。

⑤
加
盟
団
体
を
さ
ら
に
増
や
す
よ
う
全

　

国
の
患
者
・
家
族
団
体
に
呼
び
か
け

　

ま
す
。

い
を
実
現
す
る
運
動
に
役
立
て
る
た

　
　

④
す
べ
て
の
都
道
府
県
で
患
者
会
の
連

め
に
、
加
盟
団
体
の
協
力
を
え
て
実

　
　
　

携
を
強
め
組
織
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

態
調
査
を
実
施
す
る
準
備
を
す
す
め

　
　

⑤
「
申
し
合
わ
せ
」
に
よ
る
分
担
金
一

　

ま
す
。

　
　

【
相
談
・
検
診
活
動
】

①
相
談
体
制
の
確
立
を
め
ざ
し
、
当
面
、

　

加
盟
団
体
の
相
談
活
動
の
援
助
に
つ

　

と
め
ま
す
。

②
各
都
道
府
県
に
難
病
相
談
員
を
配
置

　

さ
せ
る
よ
う
厚
生
省
に
働
き
か
け
ま

　

す
。

③
す
で
に
実
施
し
て
い
る
団
体
の
経
験

　

に
も
学
び
な
が
ら
、
厚
生
省
の
難
病

　

研
究
班
の
協
力
を
得
る
な
ど
し
て
、

　

各
地
の
患
者
会
と
協
力
し
な
が
ら
無

　

料
検
診
を
行
う
よ
う
つ
と
め
ま
す
。

ｊ

　

％
納
入
、
国
会
請
願
署
名
に
と
も
な

　

う
募
金
活
動
、
機
関
誌
の
普
及
な
ど

　

に
つ
と
め
、
健
全
財
政
の
確
立
を
め

　

ざ
し
ま
す
。

⑥
事
務
局
常
任
体
制
の
早
期
実
現
を
め

　

ざ
し
、
財
政
の
長
期
展
望
を
検
討
し

　

１

　

ま
す
。

⑦
各
患
者
団
体
の
共
同
事
務
所
確
保
を

　

め
ざ
し
つ
つ
、
将
来
の
全
国
の
患
者

　

運
動
の
セ
ン
タ
ー
と
な
る
「
全
国
患

　

１
　
会
館
」

　

（
仮
称
）
の
実
現
を
め
ざ

　

し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
上
要
旨
）

ア86､|ｐ＠の抑間



ｔ

加盟予定団体

◇北海道難病連

　

◆クロロキン被害者の会

◇秋田難病連

　　

◆互療会

◇福島県難病連

　

◆ス全協

◇茨城県難病連

　

◆全肝協

◇群馬県難病連

　

◆膠原病友の会

◇埼玉県難病連

　

◆全交災

◇長野県難病連

　

◆全腎協

◇岐阜県難病連

　

◆心臓病の子供を守る会

◇静岡県難病連

　

◆多発性硬化症友の会

◇三重県難病連

　

◆パーキンソン病友の会

◇滋賀県難病連

　

◆ハンセン病患者協

◇京都難病連

　　

◆低肺機能グループ

◇大阪難病連

　　

◆日患同盟

◇兵庫県難病連

◇奈良県難病連

◇高知県難病連

◇宮崎県難病連

◇鹿児島難病連

代表幹事

　　

同

事務局長

幹

　　

事

同
同
同
同
同
同
同
同
同
同

会計監査

　　

同

1986年度役員名簿

長

前田

小林

伊藤

伊藤

伊藤

濤

梅崎

黒埼

辻川

藤田

古川

松尾

　

宏（日患同盟）

麦一（京都難病連）

孟史（仝腎協）

建雄（北海道難病連）

文博（福島県難病連）

　

↑専（岐阜県難病連）

米三（大阪難病連）

園子（心臓病の子供を守る会）

本一（群馬県難病連）

寿一（全交災）

　

茂（全肝協）

圭助（日患同盟）

郁子（ス全協）

　　　

（パーキンソン病友の会）

堀崎

　

一雄（ハンセン病患者協）

　　　　　

（多発性硬化症友の会）

昭和61年度予算
<;'86 ６ 1～’87 ｡ ろ．ｙ）

項　　目 予　算　額 内　　　　　　訳

収

入

分　担　金

機関誌購読料

募　　　　金

寄　付　金

雑　収　入

1,620.000

　750,000

1.800.000

　100.000

　100.000

ろO団体(前年度決算収入総額の1％･最低1万円)2ろ1万円×O.ア

R500×5×500部

国会請願募全

資料販売収入､受取利息ほか

小　　　　　計

繰　入　金

4.ろ70,000

1,475.608 全国患者･家族団体連絡会より受入

合　　　　計 5,845,608

支

出

会　議　費

機関誌発行費

印　刷　費

旅費行動賢

通　信　賢

人　件　賢

事務所賢

備消品費

雑　　　　賓

1,112.000

1,000,000

1,000.000

　　150.000

　　500.000

　　500,000

　　200.000

　　　70.000

　　　4ろ.608

交通費､会場費､宿泊費ほか（総会50万、幹事会20万×４、ほか）

印刷費、送料、原稿料、取材費（20万×５回）

署名用紙、資料、コピーほか

出張旅費、都内行動費

２万×10月（全腎協）、切手代

５万×10月（全野協）

２万×10月（全腎協）

什器、備品、消耗品

小　　　　　計

予　備　費

4,575,608

1,470,000

合　　計 5,845,608

∂
'86｡ ７．１　。闘験０の抑闇



万
医
療
の
確
Ｉ
大
４
　
」

全国パーキン

ソン病友の会

　

梅田仁子

　

今
日
の
こ
の
席
に
夫
が
同
席
で
き
た

ら
ど
ん
な
に
幸
せ
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
夫
が
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
な
っ
て

十
年
。
い
ま
夫
の
身
体
は
目
を
お
お
う

ほ
ど
の
広
範
な
荷
瘤
に
苦
し
ん
で
い
ま

す
。
医
師
は
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
幸

せ
な
難
病
」
と
い
い
ま
す
が
、
死
と
背

中
合
せ
の
苦
し
む
夫
を
み
て
と
て
も
そ

ん
な
風
に
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
も
生
活
の
た
め
に
は
働
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
仕
事
か
ら
帰
っ

て
夫
に
声
を
か
け
、
返
事
が
あ
れ
ば
と

も
か
く
ひ
と
安
心
で
、
そ
れ
か
ら
は
家

事
と
夫
の
世
話
で
毎
日
が
戦
場
の
よ
う

な
生
活
で
す
。

　

こ
ん
な
苦
し
み
を
十
年
間
に
わ
た
っ

て
続
け
て
き
た
私
自
身
の
体
験
や
、
同

じ
よ
う
に
苦
し
む
会
の
人
た
ち
の
体
験

か
ら
私
た
ち
は
、
専
門
医
と
連
携
し
た

在
宅
医
療
制
度
の
確
立
を
強
く
望
み
ま

す
。
専
門
的
知
識
の
豊
富
な
神
経
内
科

医
が
身
近
に
い
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

旧
態
依
然
と
し
た
知
識
し
か
も
だ
な
い

医
師
に
私
た
ち
は
ず
い
ぶ
ん
泣
か
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

紙
お
む
つ
代
や
付
添
料
の
負
担
も
生

活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
付
添
婦
か
ら

き
ら
わ
れ
、
基
準
看
護
の
病
院
か
ら
は

こ
と
わ
ら
れ
ま
す
。
確
実
に
進
行
し
、

死
の
恐
怖
に
お
の
の
い
て
い
る
難
病
患

者
と
家
族
に
と
っ
て
、
そ
の
対
策
は
急

務
で
す
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
が
身
体
障

害
者
福
祉
法
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
私

た
ち
は
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

爾
の
拡
充
に

　　

,r

　

j

　

グ

静岡県難病連

　

海野勝代

　

私
も
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
に
属

し
て
い
ま
す
が
、
今
日
は
静
岡
県
難
病

連
の
立
場
か
ら
私
た
ち
の
活
動
を
報
告

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
。

　

私
た
ち
の
会
は
、
昭
和
五
十
八
年
五

月
に
県
総
合
福
祉
会
館
が
で
き
た
こ
と

が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
発
足
し
、
は
じ

め
か
ら
会
館
の
中
に
事
務
局
を
置
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
西
村
難
病
基
金
と

い
う
も
の
が
あ
っ
て
援
助
を
受
け
て
い

る
こ
と
や
、
県
か
ら
四
百
八
十
万
円
の

補
助
金
が
で
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
財

政
的
に
は
好
条
件
に
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
の
ん
び
り
し
た
県
民
性
か
ら

で
し
ょ
う
か
、
国
立
病
院
の
統
廃
合
問

題
で
は
県
内
の
難
病
を
担
当
し
て
い
る

病
院
も
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
に
十
分

な
運
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

組
織
の
拡
充
と
い
う
点
で
も
遅
れ
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
そ
の
組
織
化
に
つ
と

め
東
中
西
部
の
組
織
化
が
よ
う
や
く
す

す
み
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
加
入
の
患

者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
患
者
の
生

活
が
苦
し
い
た
め
か
、
会
費
を
納
め
ら

れ
な
い
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

医
療
相
談
会
は
こ
れ
ま
で
各
団
体
で

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
難
病
連

と
し
て
合
同
で
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
発
足
間
も
な
い
会
で
す
が
、
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ず
医
を
増
や
士

　　

－

北海道難病連

　

西村

　

ｲ兄

７

　

私
は
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
患
者
で
、
発

病
か
ら
三
十
年
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
と
分
つ
だ
の
は
十
七

年
前
の
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
十
三
年

間
、
あ
ち
こ
ち
の
病
院
を
転
々
と
し
て

苦
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
は
二
百
十
六
市
町
村
も
あ
る

広
大
な
地
域
で
、
私
の
住
む
サ
ロ
マ
湖

の
近
く
に
は
専
門
医
が
い
な
い
た
め
、

札
幌
の
病
院
ま
で
八
年
間
も
通
院
し
ま

　

１

し
た
。

　

私
は
十
年
前
に
失
明
し
て
多
く
の
苦

し
み
を
味
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
同
病

の
仲
間
も
視
力
や
言
語
障
害
が
あ
っ
た

た
め
に
離
婚
し
た
人
、
あ
る
い
は
進
学

4
　
思
者
趾
驀
騰
琲
訴
漣
総
4
4
　
馬
者
無
軍
族
の
訴
裟
賜
大
患
著
ご
家
族
の
訴
洗
京

ダ

７'86､|評參の抑間



を
あ
き
ら
め
た
人
、
職
場
を
追
わ
れ
た

人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

専
門
医
が
少
な
い
こ
と
や
知
識
の
な

い
医
師
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
精
神

病
院
の
鉄
格
子
の
中
に
押
し
込
め
ら
れ

た
り
、
退
院
を
。
強
制
さ
れ
た
り
す
る
例

が
あ
り
、
ひ
ど
い
例
で
は
、
医
師
が
こ

の
病
気
は
感
染
す
る
と
治
療
を
こ
と
わ

っ
た
り
、
結
節
性
静
脈
災
の
患
者
が
銭

湯
で
の
入
浴
を
こ
と
わ
ら
れ
た
と
い
う

話
も
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
私
た
ち
は
、
専
門
医
が
も

っ
と
多
く
な
る
こ
と
を
、
強
く
希
望
し

て
い
ま
す
。

ず
要
の
期
待
ル
ヱ
ニ

全国肝臓病患

者連絡協議会

　

藤田

　

茂

　

肝
炎
患
者
は
い
ま
二
百
万
人
も
お
り

第
二
の
国
民
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
会
は
、
全
国
二
十
五
都
道

府
県
の
肝
炎
患
者
会
が
結
集
し
て
六
月

一
日
に
全
国
組
織
を
結
成
し
た
ば
か
り

で
す
。
私
た
ち
の
会
が
日
患
協
に
加
盟

し
、
こ
れ
で
全
腎
協
と
と
も
に
肝
腎
の

要
が
で
き
て
す
ぱ
ら
し
い
組
織
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

全
肝
協
結
成
の
新
聞
報
道
で
全
国
か

ら
た
く
さ
ん
の
反
響
が
私
た
ち
の
会
に

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手
紙

や
電
話
か
ら
、
肝
炎
患
者
を
と
り
ま
く

状
況
が
い
か
に
厳
し
い
も
の
で
あ
る
か

を
改
め
て
思
い
知
り
ま
し
た
。
患
者
の

切
実
な
要
求
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
は
、
医
療
格
差
の
ひ
ど

い
こ
と
で
す
。
正
し
い
診
断
、
治
療
が

行
わ
れ
て
い
な
い
病
院
が
ま
だ
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
長
期
の
入
院
、
離
職
な

ど
生
活
問
題
も
深
刻
で
す
。
肝
炎
の
こ

ど
も
が
保
育
園
や
幼
稚
園
か
ら
入
園
を

拒
否
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
負
担
も

患
者
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
肝

が
ん
の
死
亡
率
は
成
人
病
中
第
四
位
で

す
。

　

発
足
し
た
ば
か
り
で
、
多
く
の
要
求

の
解
決
は
大
変
で
す
が
、
肝
腎
要
の
期

待
と
責
任
に
応
え
て
い
く
決
意
で
す
。

Ｏ

ず
の
医
療
確
ル
４
　
↓

癩’どら

鹿児島県難病連

　

安藤慶助

　

私
は
血
液
透
析
を
受
け
て
い
る
患
者

で
、
昨
年
、
難
病
連
の
副
会
長
に
な
っ

た
ば
か
り
で
す
。

　

鹿
児
島
県
難
病
連
は
六
団
体
が
参
加

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
、

リ
ウ
マ
チ
、
腎
臓
の
三
団
体
の
活
動
が

活
発
で
す
。
県
内
の
患
者
の
実
数
を
的

　
　

通
信
・
投
稿
募
集

今
各
地
、
各
会
の
活
動
の
様
子
を

　

伝
え
る
通
信
を
お
寄
せ
く
だ
さ

　

い
。
活
動
計
画
も
お
知
ら
せ
く

　

だ
さ
い
。

◆
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
様
子
、

　

ご
意
見
な
ど
の
投
稿
も
ぜ
ひ
お

　

便
り
く
だ
さ
い
。

確
に
把
握
し
て
い
る
の
は
透
析
患
者
だ

け
で
、
他
の
疾
病
の
場
合
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
問
題
も
あ
っ
て
把
握
が
難
し

く
、
組
織
を
拡
大
強
化
す
る
こ
と
は
私

た
ち
に
と
っ
て
急
務
で
す
。

｡躇奈＠の抑間
１７

　

当
県
の
場
合
、
多
く
の
離
島
と
へ
き

　

ぶ

地
を
か
か
え
、
そ
の
地
域
の
医
療
を
確

保
す
る
こ
と
も
私
た
ち
の
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
と
も
関

連
し
て
、
患
１
　
の
通
院
費
の
負
担
も
け

し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
難

病
連
の
運
動
で
、
鹿
児
島
市
で
は
通
院

費
が
補
助
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
制
度
を
全
県
的
に
拡
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
本
誌
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
レ
イ
ア

　

ウ
ト
に
つ
い
て
の
ご
批
判
、
ご

　

意
見
、
そ
し
て
企
画
の
提
案
も

　

ぜ
ひ
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

◆
八
ペ
ー
ジ
の
隔
月
刊
で
三
百
円

　

は
高
す
ぎ
る
と
思
い
で
し
ょ
う

　

が
、
会
財
政
の
た
め
に
と
ご
協

　

力
く
だ
さ
い
。
読
者
が
増
え
る

　

と
内
容
が
充
実
し
ま
す
。

召
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次
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